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 第93回日本薬理学会年会にて発表予定であった演題のご紹介  
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当社は、ＨＳ財団動物実験認証施設です 

裏面では過去5年の発表演題をご紹介！ 

Na vi  

加齢無菌マウスを用いた脳機能評価（演題番号：2-P-179） 

 第93回日本薬理学会年会（3月16-18日）のパシフィコ横浜における開催が大変残念なことに

中止（紙上開催※）になりました。NBRでは2演題の発表を予定しておりましたので、その演題
をご紹介致します。 

※第93回日本薬理学会年会のWEB上にて演題番号から検索・閲覧できます。 

若齢無菌マウス（8週齢）、加齢無菌マウス（72～75週齢）、加齢SPFマウス（74週齢）を使用し、 

新奇物体認知試験を行った。 

気管内噴霧スプレーを用いた慢性閉塞性肺疾患モデルの確立（演題番号：3-P-308） 

マウスの気管内に気管内噴霧スプレーを用いてエラスターゼ及びLPSを投与し、 

慢性閉塞性肺疾患（COPD）モデルを確立した。 
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BALF：気管支肺胞洗浄液 



過去の日本薬理学会年会発表一覧 


